
 

 タイトル  

理工学研究科生産環境工学専攻 中畑和之教授が 

日本非破壊検査協会 創立70周年記念最優秀解説賞を受賞  

 

要約： 

令和5年6月6日，理工学研究科生産環境工学専攻の中畑和之教授が日本非破壊検査協会 創

立70周年記念最優秀解説賞を受賞しました．協会誌「非破壊検査」で過去10年の間に掲載さ

れた解説609編のうち，最も優れた解説に授与されたものです． 

今回受賞した解説記事は「超音波非破壊検査へのデータ同化の導入 －大規模シミュレ

ーションと多点計測データをつなぐ－」という題目です．超音波探傷等で計測される検査デ

ータと数値解析を融合させて，欠陥の形状や位置などを推定するための方法論とその事例

について，わかりやすく説明をしたことが評価されました．データ同化はデジタルツインな

どの構築に寄与し，次世代の非破壊検査手法としての応用が期待されています． 

 

 

 


